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本学、藤田医科大学病院群で発生する
廃棄物は、種類別に分別されたうえで、
厳格な管理の下で廃棄され、リサイク
ルされるか、最終処分されます。病院
群では「感染性廃棄物」の削減を目
指して、研究に基づき安全性の確認
がとれた紙おむつ等についての処分
方法を変更することで、年間の排出
量の 9％を削減することができまし
た。また、研究部門から排出される、

「実験系廃棄物」については、硬質廃
プラスチック類は破砕、焼却処理、

ガラス屑陶磁器屑等は埋め立て処分
し、実験器材の一部はリサイクルを
行い、「実験廃液および廃試薬類」に
ついては、種別毎に適正な中和処理
や焼却処理、セメント材料へのリサ
イクル、サーマルリサイクルを行っ
ています。前年と比べて、実験系廃
棄物処理 5 回、廃液処理 10 回に増
加しましたが、除却備品処理は 21 回
に減少となり、適切な廃棄物処理の
管理を行うことができました。

廃棄物削減のための病院群での取り組み

土地に配慮した廃棄物処理 現在の生態系の生物学的
多様性の維持および拡大

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、
ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

陸の豊かさも守ろう
LIFE ON LAND

特定外来種「オオキンケイギク」
の駆除

本学ボランティアセンターの活
動の一環で、学生、教職員が、
豊明市を流れる境川の土手に
蔓延る特定外来種「オオキンケ
イギク」の駆除を通して、在来
植物を守るボランティア活動を
実施しています。2022年度は
2回実施され、学生、教職員が
参加しました。ボランティアセ
ンターでは、他者貢献の精神
で、自ら創り出し動ける医療人
の育成を目的に、地元の祭り
や、大学が主催する公開講座
などのイベントに本学の学生を
派遣しています。

本学の湯澤由紀夫学長が、メタバー
スに関する新たな文化圏や経済圏の
あり方を検討する一般社団法人メタ
バース推進協議会の理事に就任いた
しました。メタバース空間内での生
活文化活動、コミュニティの形成、
ビジネス活動に関する業界横断の意
見交換を実施し、政策提言やメタバー

スの利用促進につなげることを目的
としています。理事は、農林水産・
建設・小売など業種ごとに計 16 名が
務め、今後、医療版メタバースとして、
遠隔手術に関する実証を進めていく
予定です。

メタバース推進協議会

諸問題について討議するための中立なプラットフォーム

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを
提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

平和と公正をすべての人に
PEACE, JUSTICE AND STRONG INSTITUTIONS
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持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する

パートナーシップで目標を達成しよう
PARTNERSHIPS FOR THE GOALS

2022 年 5 月 31 日～ 6 月 2 日の 3 日間
にわたって、2021 年のオンライン開
催に続けて 2 度目となる「THE Asia 
Universities Summit 2022」を大学キャ
ンパスで開催しました。期間中は、ア
ジアの主要大学の学長、ユネスコの事
務次長、ノーベル賞受賞者、日本を
代表する企業のトップリーダーら世
界 22 カ国から 330 名が本学キャンパ
スに結集。「Facing the future,creating 
academic talent（未来に向けて、学術
的才能を生み出すために）」をメイン

テーマに、大学の存在意義やグローバ
ルな視点を持つ人材の育成などについ
て議論しました。また、基調講演では、
東京工業大学科学技術創成研究院の大
隅良典教授、名古屋大学の天野浩教授、
島津製作所の田中耕一氏、トヨタ自動
車の内山田竹志代表取締役会長や川崎
重工業の橋本康彦代表取締役社長執行
役員らが登壇しました。パネルディス
カッションでは、大学が抱える課題や
グローバル社会が直面する問題につい
ての議論が活発に展開されました。

「THE Asia Universities Summit 2022」の開催 本学は SDGs に繋がる国際貢献活
動の一環として 2022 年 8 月、ルワ
ンダ共和国保健省と国立がんセン
ター（PET-CT プロジェクト）の設
立に向けた核医学検査・治療の技術
支援および医療人材の育成に関する
MOU を締結しました。同日、今井
駐ルワンダ日本国特命全権大使の立
ち会いのもと、湯澤由紀夫学長、ダ
ニエル・ンガミジェ ルワンダ国保健

大臣らが出席し、オンラインで協定
締結式が行われました。今後は、ル
ワンダがんセンターの設立に向け、
藤田医科大学病院での現地医療従事
者の実地研修や本学の医師・技術者
の現地派遣など、本学の PET 検査
のノウハウの提供を通して、同国の
がん医療の発展、健康寿命の延伸に
寄与していきます。

ルワンダ保健省と MOU 締結

SDGの最優良慣行のための協力
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本学は 2022 年 11 月、 脳科学に関す
る国際シンポジウム“The 1st Fujita 
International Symposium on Brain 
Science”を開催しました。本シンポ
ジウムは、脳科学領域における国際
交流と人脈形成、情報収集、最先端
科学技術導入、および若手研究者育
成を目的として主催しています。ま
た、本学の脳科学領域での先端性を

世界的な認知につなげることも目標
としており、今後、定期的な開催を
目指します。今回の第 1 回大会では、
世界的脳科学者らと精神・神経病態
解明センターの研究者が最新の知見
について発表。国内外から総勢 136 名
の幅広い年代の研究者が集い、熱の
こもった議論が活発に行われました。

脳科学に関する国際シンポジウムの第1回大会を主催
本学・愛知学院大学・岐阜薬科大学・摂南大
学・名城大学の 5 大学は、新たな医療技術開
発に向けた「先端医療開発コンソーシアム」
を設立し、2022 年 8 月、協定を締結しました。
本協定は、薬学系・工学系の大学による優れた
研究成果や発明について、医学系大学が医師
主導臨床研究や AMED（日本医療研究開発
機構）の資金獲得等のための支援を行うこと
で、医薬品・医療機器・体外診断用医薬品・
再生医療等製品を含めた先端医療技術の社会
実装を実現することを目的としています。

先端医療開発コンソーシアムに
関する協定

2022 年 11 月、本学とスペインの私立大学
カミーロ・ホセ・セラ大学（UCJC）との
MOU 協定式が UCJC で開催されました。ス
ペインの大学とは初めての協定となります。
全学部の学生・教職員の交流に向けて協議
を進めています。また、2023 年 3 月には、
台湾の中国医薬大学（CMU）および高雄医
学大学（KMU）と MOU 協定を締結しまし
た。2022 年度現在、本学は世界の 32 大学と
MOU を締結しており、学生交換プログラム
の拡充や共同研究などを通して、学生や教
員がより深い学術交流を行うことで、世界
的な視野を持った人材の育成を目指します。

スペイン、台湾の 3 大学と
MOU 協定を締結

SDGに関する分野横断的な対話

SDGの最優良慣行のための協力
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OUTPUT

エネルギー使用量
マテリアルデータ

環境報告データ

一次エネルギー使用量 電気使用量
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総エネルギー投入量 785,621GJ

・電気使用量　    　   　　　　　　　　　　　    61,985 千 kWh 上水使用量 168 千㎥ *

・A 重油使用量　　　　　　　　　              　 　　   303 kl 井水使用量 261 千㎥ *

・LPG 使用量　　　　　　　　　 29 t PRTR 物質 3.8 t

・都市ガス使用量　　　　　 3,755 千㎥

CO2 排出量 33,384 tCO2

産業廃棄物 677 t* 排水 287 千㎥ *

・焼却プラスチックごみ 467.7 t* PRTR 物質 3.8 t

特別管理産業廃棄物 1,038 t*

・2020 年度の一次エネルギー使用量、CO2 排出量の増加は、岡崎医療センター開院による総量増加の影響となります。

＞＞A重油とは粘度の低いタイプの重油となります。

＊については豊明校地集計分となります。



発表月日 プレスリリース 関連する SDGs

2022.4.27
本学園の教職員や学生がボランティアで運営する病院内ラジオで子供向け特番「フジタ
イム」を放送

4  10  

4.28 多胎児の両親への出産前から育児期まで切れ目ないサポートを行う多胎交流会を開催 4  11  

5.10 「いのち、暮らしを、まもる人」をテーマに、ナーシングフェスティバルを開催 4  10  11  

5.27
ICT を活用した心臓病の再発予防の教育動画を制作し、専門家の説明・アドバイスを多く
の患者さんへ提供

4  10  

6.1 遺伝子検査サービスを提供するベンチャー「ジェノニクス㈱」の稼働を開始 9  

6.14 ロボットの活用促進を目的とした介護・リハビリ支援ロボットの相談窓口を学内に設置 4  9  10  17

6.22 学習・記憶を制御するアセチルコリンの神経細胞内シグナル伝達機構を解明 4  9  

7.14  “睡眠時無呼吸症候群

“

の最新治療　「舌下神経電気刺激療法」を東海地方で初めて導入 9  

7.26
新型コロナの炎症性サイトカインが誘導される仕組みを解明し、新型コロナウイルス
感染症の重症化を防ぐ治療法の開発に期待

4  9  

8.3 不安の進化に関わる分子メカニズムの一端を解明 4  9  

8.5
NET 形成の阻害が接触皮膚炎反応を減少させるということを明らかにし、接触性皮膚炎
における新たな治療戦略となる可能性を示唆

4  9  

8.8
中部電力株式会社、ジョージ・アンド・ショーン株式会社ら 6 社と協働で取り組む研究
課題「安心長寿社会に資する認知情動を見守り支える住まいシステム開発」が知の拠点
あいち重点研究プロジェクトⅣ期に採択

9  11  17

8.10
本邦初の大規模な重症複合免疫不全症に対する新生児マススクリーニング検査実施し、
救命につなげました

4  9  

8.19
CT 画像から COVID-19 の肺炎の可能性を提示できる「COVID-19 肺炎解析ソフト
ウェア」を開発

4  9  

9.7
名古屋プリンスホテルで、本学医師監修の「健康知識を高めながら楽しむ」アフタヌーン
ティを提供

4  17

9.7 ㈱メタジェンとの共同研究で膵癌患者の腸内環境に対する新たなメカニズムを解明 4  9  17

9.8 意欲スイッチ ON にするメカニズムを解明し、気分障害に対する新たな創薬標的を創出 4  9  

■ 2022 年度にプレスリリースした取り組み
藤田医科大学、藤田医科大学病院群が 2022 年度にプレスリリースした様々な活動について、関連する SDGs 項目を表示しています。

3

発表月日 プレスリリース 関連する SDGs

9.13
複数の食事記録アプリで、すでに栄養価の分かっている病院食評価を実施し、正確性を
検証

4  9  

10.14 人種に共通して IgA 腎症患者の血液中に増加する IgA1 の糖鎖構造を世界で初めて同定 4  9  

10.24 人工股関節置換手術支援ロボット 「ROSA Hip」のアジア１例目手術を実施 9  

10.27
日本メナード化粧品、ファスマックとの共同でニキビの内部に多様な菌が生息している
ことを遺伝子レベルで解析

4  9  17

11.2 国産手術支援ロボット「hinotori™」による胃がん切除手術 1 例目を世界で初めて実施 4  9  17

11.11
RFID マイクロチップによる新規マーキング法を用いた肺がん手術を東海地方で初めて
施行

4  9  

11.14
世界早産児デーにリトルエンジェルの会と題して、早産児の成長をつづった写真展およ
び家族交流会を開催

4  10  11  

11.25
IsoalloLCA を代謝する腸内細菌のもつ 5AR 遺伝子を正確に検出できることを明らかにし、
様々なプレ・プロバイオティクスの効果を検証できる研究につながる可能性を示唆

4  9  

12.2
名古屋市消防局と「重度傷病者の搬送先確保困難時における緊急的な立ち寄り協力に
関する協定」を締結

10  11  17

12.14
新たなヒト筋萎縮の動物モデルの作製を成功させ、ヒトの筋萎縮・筋疾患に対する治療法
の開発促進に期待

4  9  

12.20 慢性低 Na 血症が記憶に影響を与えることを解明 4  9  

12.21
複雑な縮環構造を持つヌクレオシド系抗生物質を開発し、薬剤耐性菌に対抗できる新し
い抗生物質開発への貢献に期待

4  9  

12.22
腎機能の低下により免疫抑制剤ミコフェノール酸の血漿タンパク結合率低下原因を解明し、
より安全な免疫抑制剤による薬物療法の開発に期待

4  9  

12.23
日本人に特に多い福山型筋ジストロフィーの重症型に対する新しい核酸を利用した根治
治療法を発見

4  9  

2023.1.18 「三叉神経痛」の早期発見・治療に向け、地域歯科医院との医療ネットワークを構築 4  10  11  17

2.9 複数の分子活性の経時変化を同時測定データとして統合化するデータ解析手法を開発 4  9  

3.20
岡崎医療センターの開院 3 周年の報告会を開催し、加藤勝信厚生労働相にご講演いただ
きました

17

3.27 腰椎手術が薬の飲みすぎ（ポリファーマシー）を防ぐことを解明 4  

3
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